
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
保
護
者
が

仕
事
な
ど
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童

に
、
授
業
の
終
了
後
に
学
校
施
設
な
ど
を

利
用
し
て
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与

え
る
こ
と
で
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。
入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
受

付
期
間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
低
学
年
と
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
高
学
年
の
児
童
を
最
優

先
に
し
、
緊
急
度
の
高
い
と
考
え
ら
れ
る

児
童
か
ら
受
け
入
れ
ま
す
。

利
用
期
間

　
７
月
21
日
㈭
〜
８
月
31
日
㈬
（
日
曜
日
、

祝
日
、
８
月
15
日
㈪
、
16
日
㈫
を
除
く
）

対　

象

　
市
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童

と
こ
ろ

　

ひ
か
り
児
童
ク
ラ
ブ
（
大
竹
小
学
校
敷

地
内
）、
み
ど
り
児
童
ク
ラ
ブ
（
小
方
学

園
敷
地
内
）、
あ
す
な
ろ
児
童
ク
ラ
ブ
（
玖

波
小
学
校
敷
地
内
）

申
し
込
み

　

生
涯
学
習
課
と
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
設
置
し
て
あ
る
利
用
申
込
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
に
必
要
書
類
（
在

職
証
明
書
な
ど
）
を
添
え
て
、
直
接
生
涯

学
習
課
（
総
合
市
民
会
館
内
）
へ
。

受
付
期
間

　
６
月
８
日
㈬
ま
で

　
９
時
〜
17
時
15
分

※
書
類
確
認
を
す
る
た
め
、
必
ず
日
中
連

絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
を
利
用
申
込
書
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
６
月
９
日
㈭
以
降
に
申
し
込
み
を
し
た

場
合
は
、
申
請
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
の
提
出
が
遅
れ
る

場
合
は
事
前
に
生
涯
学
習
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

入
会
の
決
定

　

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
、
通
知
し
ま

す
。

※
個
別
面
談
に
よ
り
入
会
の
可
否
を
決
定

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て
、
介
護
職
員

初
任
者
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
う
あ
い
ホ
ー

ム
（
☎
57
７
５
０
０
）

ほ

うか
ごじどうくらぶ

対　

象

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡
婦
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
20
歳
未
満
の
子

内　

容

　

約
７
時
間
の
講
義
・
演
習
13
回
、
家
庭

学
習（
添
削
問
題・課
題
レ
ポ
ー
ト
）４
回
、

実
習
１
日
、
修
了
試
験
（
筆
記
・
実
技
）

定　

員

10
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
定
員
に

達
し
な
い
場
合
は
追
加
募
集
。

受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
７
１
２
４

円
は
自
己
負
担
）

申
し
込
み

　

６
月
30
日
㈭
ま
で
に
広
島
県
ひ
と
り
親

家
庭
福
祉
連
合
会
へ
。（
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
）

〒
７
３
０
‐
０
０
１
６　

広
島
市
中
区
幟

町
３
‐
57　
中
特
会
館
２
階

フ
ァ
ク
ス　
０
８
２-

２
２
７-

２
３
７
７

メ
ー
ル　

hiro-kenboshi2@
kvf.biglobe.ne.jp

問
い
合
わ
せ

　
（
一
財
）
広
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉
連
合
会　

☎
０
８
２
‐
２
２
７
‐
２
３
７
７

研修日程

７月 10日㈰・24日㈰

９月 18日㈰

10月 ９日㈰・16日㈰

11月 13日㈰・27日㈰

12月 4日㈰・25日㈰

令和５年
１月 22日㈰・29日㈰

２月
5日㈰・６日㈪～ 11日（土・祝）【実習 1日】・
12日㈰・26日㈰

放課後児童クラブ
夏休み利用児童

募集中

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
者
募
集

問い合わせ
　生涯学習課　☎28-5680

　

視
覚
障
害
に
は
、
全
く
見
え
な
い
「
全

盲
」、
眼
鏡
な
ど
で
矯
正
し
て
も
視
力
が

弱
い
「
弱
視
」、
見
え
る
範
囲
（
視
野
）
が

せ
ま
い
「
視
野
狭き
ょ
う
窄さ
く
」
が
あ
り
ま
す
。

　

見
え
な
く
な
っ
た
り
、
見
え
に
く
く

な
っ
た
り
し
た
時
期
や
環
境
に
左
右
さ
れ

て
生
活
上
の
不
自
由
さ
に
は
個
々
人
に
よ

り
程
度
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
配
慮
を

○

知
人
の
視
覚
障
害
の
方
と
出
会
っ
た
時

に
は
、
名
前
を
名
乗
っ
て
か
ら
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

○

歩
行
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、
歩
道
や
視

覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
を
自

転
車
な
ど
で
ふ
さ
が
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

○

駅
の
ホ
ー
ム
、
歩
道
、
交
差
点
で
立
ち

尽
く
し
て
い
る
視
覚
障
害
の
方
が
い
た

ら
、
ま
ず
声
を
か
け
ま
す
。
進
行
方
向
、

目
的
の
場
所
や
も
の
が
分
か
ら
な
い
な

ど
困
難
に
直
面
し
て
い
る
場
合
が
あ
る

か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
し
た
ら

○

す
れ
違
っ
た
の
が
知
人
だ
と
気
付
か

ず
、
あ
い
さ
つ
を
し
な
か
っ
た
ら
、
近

所
で
「
変
わ
っ
た
人
だ
」
と
、
う
わ
さ

が
立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。(

弱
視
）

　
　
　
　
　
　
←

　

声
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○

い
き
な
り
「
こ
っ
ち
」
と
言
っ
て
手
を

引
っ
張
ら
れ
る
と
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
し

ま
い
ま
す
。（
全
盲
）

　
　
　
　
　
　
←

　

声
を
か
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
誘
導
し

ま
し
ょ
う
。

説
明
や
誘
導
の
ポ
イ
ン
ト

○

説
明
す
る
と
き
に
は
、「
あ
そ
こ
」「
そ
っ

ち
」
と
い
っ
た
指
示
語
は
避
け
、
具
体

的
な
方
向
や
距
離
を
示
す
よ
う
に
し
ま

す
。【
例
】
右
に
10
メ
ー
ト
ル
行
っ
た

左
側
に
お
店
が
あ
り
ま
す
。

○

誘
導
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
一
般
的
に
は

障
害
者
の
横
半
歩
前
に
立
ち
、
腕
を
つ

か
ん
で
も
ら
い
ス
ピ
ー
ド
に
気
を
つ
け

な
が
ら
案
内
し
ま
す
。
身
長
差
が
あ
る

場
合
は
、
肩
に
手
を
置
い
て
も
ら
う
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　
大
竹
小
学
校
に
は
、「
こ
と
ば
」
や
「
き

こ
え
」
に
課
題
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
指
導

を
行
う
「
通
級
指
導
教
室
」（
こ
と
ば
の

教
室
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
と
ば
・
き
こ
え
の
教
育
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭
（
土
・

　

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
、
就
学
に
つ

い
て
の
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

気
に
な
る
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

※
詳
し
い
日
時
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み

時
に
相
談
し
て
決
定
し
ま
す
。　

と
こ
ろ　
総
務
学
事
課

問
い
合
わ
せ　

総
務
学
事
課　

☎
59
２
１
８
５

問
い
合
わ
せ　

総
務
学
事
課　

☎
59
２
１
８
５

日
曜
日
は
除
く
）

※
詳
し
い
日
時
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
時

に
相
談
し
て
決
定
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
総
務
学
事
課

対　

象　

令
和
５
年
度
小
学
校
入
学
予
定

で
、
こ
と
ば
や
き
こ
え
に
気
に
な
る
点
の

あ
る
幼
児

申
し
込
み　
総
務
学
事
課
へ
。

対　

象　

令
和
５
年
度
小
学
校
入
学
予
定

で
、
心
身
や
行
動
な
ど
の
発
達
に
気
に
な

る
点
の
あ
る
幼
児

※
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
陥
多
動
性
障
害
）、
高
機
能
自
閉
症

な
ど
の
発
達
障
害
、
そ
の
他
障
害
の
あ
る

幼
児
も
対
象
で
す
。

申
し
込
み　
総
務
学
事
課
へ
。

こ
と
ば
・
き
こ
え
の
教
育
相
談

特
別
支
援
教
育

就
学
に
つ
い
て
の
教
育
相
談

福祉
の
とびら

福祉
の
とびら
No.96No.96

視覚障害の方への
合理的配慮とは―

問い合わせ
　福祉課　☎59-2146
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子
ど
も
を
乗
せ
る
と
き
は

「
か
ぶ
せ
る
・
締
め
る
」

①
乗
せ
る
前
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
ま

し
ょ
う
。

②
か
ぶ
せ
た
ら
あ
ご
ひ
も
を
締
め
ま
し
ょ

う
。

③
乗
せ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
ま

し
ょ
う
。

※
前
座
席
は
不
安
定
に
な
り
や
す
く
、
転

倒
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

転
倒
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

○

傾
斜
や
凹
凸
の
な
い
場
所
に
停
車
し
ま

し
ょ
う
。

○

荷
物
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
ま
し
ょ

う
。

○

子
ど
も
の
乗
車
後
は
、
目
や
手
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

小
さ
な
段
差
は
大
き
な
危
険

　

道
路
と
歩
道
の
段
差
の
乗
り
越
え
は
、

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ブ
レ
ー
キ
の
点
検
・
保
守

　

子
ど
も
乗
せ
自
転
車
は
重
く
、
ブ
レ
ー

キ
パ
ッ
ト
が
擦
り
切
れ
や
す
い
た
め
、
乗

る
前
の
点
検
や
定
期
点
検
を
忘
れ
ず
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
子
ど
も
乗
せ
自
転
車
を

購
入
さ
れ
る
方
へ

　

子
ど
も
の
人
数
に
適
し
た
自
転
車
を
選

ぶ
こ
と
で
、
ハ
ン
ド
ル
の
ふ
ら
つ
き
を
抑

え
、
転
倒
の
危
険
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

１
人
乗
せ
の
場
合

　
「
後
ろ
乗
せ
タ
イ
プ
」
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

　

後
か
ら
２
人
乗
せ
タ
イ
プ
に
し
た
い
場

合
は
、
後
付
け
の
前
座
席
を
ハ
ン
ド
ル
に

引
っ
掛
け
て
設
置
し
ま
す
。
運
転
席
周
り

の
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
の
あ
る
自
転
車
を
選

ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

２
人
乗
せ
の
場
合

　
「
前
乗
せ
タ
イ
プ
」
に
後
ろ
座
席
を
後

付
け
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、「
前
乗
せ
タ
イ
プ
」
は
前
か

ご
が
な
い
も
の
が
多
い
た
め
、
荷
物
の
載

せ
方
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

（
消
費
者
庁
チ
ラ
シ
「
幼
児
乗
せ
自
転
車

を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
」
よ
り
）

　
子
ど
も
乗
せ
自
転
車
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

前座席での
ケガは後ろ
座席の
約６倍！

年
金
の
支
払
い

　
毎
年
２・４・６・８
・
10
・
12
月
の
年
６

回
、
そ
れ
ぞ
れ
前
２
カ
月
分
の
年
金
が
本

人
の
指
定
す
る
金
融
機
関
口
座
へ
振
り
込

ま
れ
ま
す
。
振
込
金
融
機
関
を
変
更
し
た

い
と
き
は
、
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
、
ま

た
は
保
健
医
療
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
は
年
金
振
り
込
み
の
通
知
月

　

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
毎

年
６
月
に
「
年
金
振
込
通
知
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

通
知
書
に
は
６
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で

の
定
期
支
払
い
の
各
月
の
支
払
日
と
支
払

子
ど
も
乗
せ
自
転
車
の

転
倒
事
故
に
要
注
意
！

消費者
シリーズ
消費者
シリーズ
No.253No.253問

い
合
わ
せ

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
産
業
振
興
課
内
）
☎
57
３
２
３
６

　
【
相
談
日
】
火
・
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

年金
の
はなし

年金
の
はなし

年金
の
はなし

年金
の
はなし
№308№308

年金振込通知書が
届いたら確認を―

問い合わせ
　広島西年金事務所　☎082-535-1505
　保健医療課　☎59-2141

食
品
ロ
ス
と
は

　
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
手
つ
か
ず
の
食

品
や
食
べ
残
し
な
ど
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る

の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
の
現
状

　

農
林
水
産
省
お
よ
び
環
境
省
の
平
成
29

年
度
の
推
計
で
は
、
全
国
で
年
間
約

２
５
５
０
万
ト
ン
の
食
品
廃
棄
物
な
ど
が

捨
て
ら
れ
、
そ
の
う
ち
約
６
１
２
万
ト
ン

が
食
品
ロ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
食
品
ロ
ス
の
量
を
国
民
１
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
、
毎
日
、
お
茶
碗
１

額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
年
金
額
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
、「
年
金
額
改
定
通
知
書
」
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

待
ち
時
間
の
少
な
い
予
約
相
談

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金

請
求
手
続
き
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

予
約
の
受
け
付
け
は
、
相
談
希
望
日
の

１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
で
す
。
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
や
年
金
証
書
を
準

備
し
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

待
ち
時
間
を
少
な
く
で
き
る
予
約
相
談

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
状
況
に
よ
り
、
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

予約受付時間
平日の８時 30分～ 17時 15分
※土・日曜日、祝日、12月 29日～１月３日を除く。

予約専用電話【ねんきんダイヤル】
☎ 0570-05-4890
050 から始まる電話から予約する場合は
☎ 03-6631-7521
【出張相談】毎週火曜日開催の大竹商工会議所での
出張相談の予約は、広島西年金事務所です。予約の
受け付けは相談希望日の前の週の金曜日までです。
☎ 082-535-1505
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、出張相談は中止と
なる場合があります。

杯
分
（
１
３
２
ｇ
）
の
ご
飯
の
量
が
捨
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
10
月
、「
食
品

ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
、
国
や
自
治
体
、
事
業
者
な
ど

が
、
そ
れ
ぞ
れ
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う

　

食
品
ロ
ス
は
、
一
人
一
人
が
「
も
っ
た

い
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
日
常
生

活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
で
削
減
で
き
ま

す
。

　

み
ん
な
で
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

612万トンってどれくらい？
昭和のゴジラシリーズのゴジラは
体重が２万トン。306 頭分が食
品ロスになっている。

◇家庭でも、外食時でも食べきれる量を心がけ、残さず
食べましょう。
◇買い物の前に冷蔵庫の中をチェックし、買い過ぎない
ようにしましょう。
◇消費期限や賞味期限をこまめにチェックしましょう。
◇食材は上手に使い、無駄なく使い切りましょう。
◇食べ切れる量を考えて調理しましょう。
　また、食べ切れなかった場合は、冷凍するなど、保存
方法を工夫しましょう。
◇生ごみは、しっかり水切りし、ごみの減量に取り組み
ましょう。

問い合わせ
　環境整備課リサイクルセンター　☎52-5101

年間612万トン
合言葉は「もったいない」
減らそう食品ロス！
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「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

6月のテーマ6月のテーマ
買い物にはマイバッグを持参しよう！買い物にはマイバッグを持参しよう！
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